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昭
和
三
十
四
年
に
開
設
し
た

多
摩
養
育
園　

御
殿
峠　

福
祉
拠
点

救
護
施
設　

光
華　

障
害
者
支
援
施
設　

精
華　

こ
の
二
施
設
を　

鑓や
り

水み
ず

の
里
と
称
し

利
用
者　

職
員　

三
百
名
も
の
方
が
暮
ら
す　

大
き
な
里

光
華
は
九
年
前
に
全
個
室
に
改
築　

快
適
な
住
ま
い
に

そ
し
て　

今　

精
華
の
改
築
検
討
を
継
続

行
政
の
多
大
な
る
ご
理
解
の
も
と　

全
力
で　

進
行
中

鑓
水
は　

絹
の
道　

歴
史　

文
化
が　

も
り
沢
山
の
地

そ
し
て　

著
名
な
沢
山
の
大
学
地
帯

更
に　

創
設
者
深
い
ご
縁
の　

日
本
閣

こ
の
改
築
に
あ
わ
せ

未
来
の　

更
な
る　

大
き
な
地
域
拠
点

多
く
の
人
が　

関
わ
り　

つ
な
が
り　

楽
し
む

御
殿
峠
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
ス
タ
ー
ト

学
生
地
蔵
尊　

釣
鐘
堂
が　

新
た
な
ラ
ン
ド
マ
ー
ク
と
し
て　

地
域
の
皆
様
と
共
に
手
を
取
り
合
い　

笑
顔
が
弾
む

地
域
の
拠
り
所
に
な
る
こ
と
を　

夢
に

Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ

Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ  

誰
一
人
も
取
り
残
さ
な
い
世
界
へ
⑥

誰
一
人
も
取
り
残
さ
な
い
世
界
へ
⑥

御
殿
峠
の
夢

御
殿
峠
の
夢

社
会
福
祉
法
人
　
多
摩
養
育
園

　
　 

理
事
長
　
足
利
正
哲

御殿峠　学生地蔵尊釣鐘堂
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第６７号



地域の大きな家

第６７号

3

２０１５年９月に国連サミットで採択された国際目標のＳＤＧｓ。今年度、多摩養育園のＳＤＧｓテー
マは、水、森林、空気（二酸化炭素削減）、生き物、健康についてです。今回は、水と森
林について、取り組みを紹介致します。

水について考えよう　～とぎ汁の再利用～ 森林について考えよう　～竹の有効利用～
お米のとぎ汁を野菜の水やり
に活用しています。お米のとぎ
汁には、炭水化物や脂質、ビタ
ミン、ミネラルなどが含まれて
おり、通常の水をあげるよりも
効果的であるのに加え、水道代
もかかりません。栄養豊富なと
ぎ汁は２、３日に一度あげれば
十分です。

美しい景観の半面、日本各地で「竹害」
として環境問題にもなっている竹林。
竹の里では竹林整備として、筍を収穫。
利用者様や地域に旬の
味覚として提供。また
年末には、法人施設で
飾る門松にも利用。今
後は、更なる竹の活用
を考案中です。

多摩養育園では全施設
で、福祉なんでも相談
を実施。電話でも直接
来訪でも大丈夫。
お一人で悩まずにお近
くの施設へお気軽にご
相談ください。

地域福祉拠点事業紹介
各施設で、食堂や手作りの会などの催しを開催中。
地域の皆様のたくさんの笑顔が集まり、輪が広がります。

つながる想い
近所の小学生が、強風で落ち
てしまった七夕短冊を拾い、
飾りなおしてくれました。
一緒に嬉しいメッセージも！
ふれあえなくてもこれからも
地域の寄り処に。

光明塾・光明保育園同窓会
共催イベント

「長池公園散策」（５／２６）、雲龍寺に
て「写経を学ぼう」（６／２３）を開催。
人と人との交流を通して、心癒さ
れる体験講座に。光明塾にご興味
がある方は、ぜひ、下記にご連絡
ください。
〈お問い合わせ〉

電話：０４２-６２３-３３８８
（担当：石川）

私たちに出来ること

未来のためにできること

エプロン作り マスクチェーン作り えがおのしょくどう



Ｗ
Ｅ
Ｂ
に
て
就
職
説
明
会
を
毎

月
開
催
中
。
多
摩
養
育
園
で
働

き
ま
せ
ん
か
。
友
達
と
一
緒
に

参
加
し
て
も
Ｏ
Ｋ
。
お
待
ち
し

て
い
ま
す
。

4

第６７号

多
摩
養
育
園
後
援
会
役
員
会	

４
月
21
日

な
つ
ま
つ
り・納
涼
祭	

７
月

子
ど
も
坐
禅
再
開	

６
月

時
の
記
念
日	

６
月
10
日

七
夕	

７
月
７
日

終
戦
記
念
日	

８
月
15
日

椛
の
里		

檜
浴
槽
新
調	

７
月
28
日

お
盆
法
要	

７
月
15
日

光
明
保
育
園
保
護
者
会
連
合
会	

６
月
11
日

マ
グ
ロ
解
体
シ
ョ
ー	

７
月
７
日
・
19
日

働
く
仲
間
を
大
募
集
！

３年ぶりに僧侶によるご指導

寄贈：株式会社美禅様

木曽檜の温かみある浴槽に応募はこちらから

ト
ピ
ッ
ク
ス



5

健康の豆知識

第６７号

つ
ら
い
痛
み
に
発
展
す
る
前
に
、日
頃
か
ら
の
腰
痛
予
防
が
重
要
で
す
。ポ
イ

ン
ト
は
４
つ
！
①
良
い
姿
勢
を
保
つ
②
同
じ
姿
勢
を
長
時
間
と
ら
な
い
③
中

腰
、前
か
が
み
な
ど
不
自
然
な
姿
勢
を
な
る
べ
く
と
ら
な
い
④
急
な

動
作
を
控
え
、視
線
と
動
作
を
合
わ
せ
る
な
ど
簡
単
な
よ
う
で
実
践

は
以
外
に
難
し
い
も
の
で
す
。自
身
の
癖
を
見
直
し
、腰
痛
の
原
因

を
取
り
除
く
努
力
が
大
切
。ま
た
、腰
を
支

え
る
筋
肉
の
柔
軟
性
を
保
つ
た
め
に
、痛
み

が
な
け
れ
ば
、日
々
適
度
な
運
動
や
ス
ト

レ
ッ
チ
を
行
い
ま
し
ょ
う
。

介護予防体操
はこちらから

光
明
の
保
育
「
や
り
た
い
」が「
で
き
た
」に
な
る
ま
で

　
そ
の
人
ら
し
い
人
生
を
送
れ
る
家

腰
痛
に
つ
い
て
②

や
ら
さ
れ
る
の
で
は
な
く
、
や
り
た
い
と
思
え
る
よ
う
に
。「
明
日
は

こ
れ
を
や
ろ
う
！
」
毎
日
、
目
的
を
も
っ
て
保
育
園
に
来
ら
れ
る
よ
う

に
。
自
分
で
「
や
り
た
い
」
と
思
っ
た
こ
と
だ
か
ら
。
出
来
な
く
て

も
、
何
度
も
挑
戦
。
す
ぐ
に
教
え
る
の
で
は
な
く
、
急
が
す
の
で
は

な
く
。
私
た
ち
は
、子
ど
も
の
自
立
的
な「
育
ち
」を
見
守
り
、支
え
る
。

そ
れ
が
私
た
ち
光
明
の
保

育
で
す
。

言
葉
の
や
り
と
り

言
葉
で
表
現
し
た
こ
と
が
、

周
り
の
人
に
認
め
ら
れ
る

こ
と
で
「
自
信
」
に
繋
が
っ

て
い
く
。
自
分
の
思
い
を

受
け
止
め
て
も
ら
え
た
こ

と
で
、
人
の
思
い
を
受
け

入
れ
ら
れ
る
よ
う
に
な
る
。

こ
れ
が
「
自
己
肯
定
感
」

の
育
ち
に
繋
が
る
。

私
た
ち
が
、い
ち
ば
ん
に
心
が
け
て
い
る
こ
と
、そ

れ
は
、ご
利
用
者
様
が
今
ま
で
の
暮
ら
し
や
生
活

習
慣
を
大
切
に
し
な
が
ら
、自
分
ら
し
く
過
ご
し

て
い
た
だ
く
こ
と
。地
域
や
ご
家
族
と
の
つ
な
が

り
あ
る
暮
ら
し
を
大
切
に
、そ
の
人
ら
し
い
人
生

を
送
れ
る
よ
う
、お
手
伝
い
を
さ
せ
て
い
た
だ
き

ま
す
。

つ
な
が
る
笑
顔

特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
椛
の
里
は
、
ご
利
用
者
様

も
職
員
も
和
気
あ
い
あ
い
、
大
き
な
家
族
の
よ
う

な
関
係
つ
く
り
を
心
掛
け
て
い
ま
す
。
隣
接
す
る

光
明
第
七
保
育
園
園
児
と
の
交
流
は
、
憩
い
の
ひ

と
時
に
。
子
ど
も
た
ち
の
笑
顔
は
元
気
の
源
。
ま

た
、
裏
山
の
「
み
ん
な
の
も
り
」
を
通
じ
て
地
域

の
輪
も
広
が
っ
て
い
ま
す
。

自
分
だ
け
の
空
間

使
い
慣
れ
た
家
具
や
小
物
を
自
由
に
持
ち
込
ん
で

い
た
だ
き
つ
く
る
、
自
分
だ
け
の
空
間
。
趣
味
の

絵
画
を
飾
っ
た
り
、
家
族
の
写
真
を
飾
っ
た
り
、

各
お
部
屋
は
、「
そ
の
人
の
色
」。

野
菜
ス
テ
ィ
ッ
ク
。
い
つ

も
よ
り
、
噛
む
こ
と
を
意

識
し
て
食
べ
て
み
る
と
、

素
材
そ
の
も
の
の
味
や
、

噛
ん
で
い
く
音
が
変
わ
っ

て
い
く
こ
と
を
発
見
。
ま

た
、「
噛
む
」と
い
う
こ
と

は
歯
だ
け
で
は
な
く
、
顎

も
使
っ
て
い
る
こ
と
に
も

気
付
き
、
自
分
の
体
へ
の

興
味
に
繋
が
っ
て
い
く
。

噛
む
こ
と
の
大
切
さ



題
字
　
足
利
正
哲
　
表
紙
写
真
　
加
藤
敏
隆

 

「
光
明
」
②

連
載

 
光
明
第
一
保
育
園
の
誕
生　

前
史
そ
の
一

　

人
間
の
一
生
に
も
、親
の
胎
内
に
て
一

年
近
い
前
史
が
あ
る
。そ
れ
と
同
じ
。多

摩
養
育
園
が
生
ま
れ
る
前
、ほ
ぼ
三
年
間

の
誕
生
前
の
歴
史
が
あ
る
。そ
れ
は
創
立

者
足
利
正
明
の
壮
年
期
で
あ
る
。誰
も

知
っ
て
い
る
第
二
次
世
界
大
戦
が
あ
り
、

そ
の
勃
発
は
昭
和
十
六
年
十
二
月
八
日
、

当
時
の
最
速
報
道
機
関
で
あ
る
ラ
ジ
オ

に
よ
っ
て
知
っ
た
の
で
あ
る
。そ
の
時
横

浜
市
の
港
の
見
え
る
丘
、山
手
公
園
の
一

角
で
、私
立
女
子
商
業
の
教
諭
を
し
て
い

た
正
明
は
、即
時
一
旦
帰
宅
と
な
る
や
、勤

務
先
よ
り
横
浜
市
電
、省
線
横
浜
線
を
乗

り
継
い
で
、八
王
子
市
八
木
町
の
自
坊
雲

龍
寺
に
帰
宅
す
る
や
、待
ち
受
け
て
い
た

も
の
は
「
赤
紙
」（
あ
か
が
み
）と
通
称
さ

れ
て
い
た
「
召
集
令
状
」で
あ
っ
て
、数
日

後
に
千
葉
県
柏
町
郊
外
の
高
射
砲
二
聯

隊
へ
出
頭
せ
よ
、の
陸
軍
の
召
喚
状
で
、誰

一
人
背
く
わ
け
に
は
行
か
な
い
。そ
し
て
、

柏
の
聯
隊
か
ら
、京
橋
月
島
沖
の
晴
海
の

埋
立
地
の
部
隊
、俄
か
に
厳
し
い
砲
兵
と

し
て
の
日
夜
の
訓
練
に
仆
れ
て
、医
務
室

通
い
。国
府
台
陸
軍
第
二
病
院
に
入
り
、一

旦
帰
休
を
命
ぜ
ら
れ
た
。（「
光
明
」第
160

号
平
成
9
年
11
月
15
日
よ
り
転
載
）

編
集
後
記

終
息
の
見
え
な
い
コ
ロ
ナ
禍
に
、
正
し
い
選
択
は

何
か
、
そ
れ
ぞ
れ
の
思
い
が
交
錯
し
混
迷
し
て
い

ま
す
。
時
間
は
戻
す
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
。「
今
」

は
、
誰
に
と
っ
て
も
平
等
に
二
度
と
こ
な
い
大
切

な
時
間
で
す
。
だ
か
ら
こ
そ
、
自
分
だ
け
が
良
け

れ
ば
で
は
な
く
、誰
か
の
た
め
に
、何
か
の
た
め
に
、

今
で
き
る
事
を
精
一
杯
の
思
い
を
込
め
て
過
ご
し

た
い
で
す
ね
。
一
日
も
早
く
、
皆
様
方
と
手
を
取

り
合
い
、
笑
顔
で
語
り
合
え
る
日
が
来
る
こ
と
を

心
か
ら
願
っ
て
お
り
ま
す
。

　�
�

広
報
紙
編
集
委
員
会

昭
和
32
年
、
創
設
者
の
甥
に
あ
た
る
、
当
時
中

学
3
年
生
の
学
生
が
教
師
の
暴
力
に
よ
り
不
慮

の
死
を
遂
げ
た
。
そ
の
ご
供
養
と
「
教
壇
よ
り

暴
力
を
追
放
せ
よ
」
と
の
悲
願
で
建
て
ら
れ
た

「
学
生
地
蔵
尊
」。
そ
し
て
戦
争
犠
牲
者
の
慰
霊

と
平
和
へ
の
願
い
を
込
め
建
立
さ
れ
た
「
文
化

の
鐘
」。
64
年
も
の
長
き
に
わ
た
り
、
こ
の
鑓
水

の
里
を
見
守
っ
て
く
だ
さ
っ
て
い
る
。
こ
の
度
、

改
め
て
ご
供
養
を
さ
せ
て
頂
き
、
精
華
の
改
築

工
事
が
、
無
事
竣
工
す
る

よ
う
祈
願
。

生
前
27
年
間
、
多
摩
軽
費

老
人
ホ
ー
ム
の
ご
入
居

者
、
故
・
加
藤
眞
千
子
様

（
享
年
90
歳
）よ
り
、
多
摩

養
育
園
に
多
額
の
ご
遺
贈

を
戴
き
ま
し
た
。
去
る
6

月
15
日
、
法
人
と
し
て
、

雲
龍
寺
様
に
て
葬
儀
を
執

り
行
い
、
ご
遺
骨
を
多
摩

養
育
園
慰
霊
塔
へ
納
骨
。

故
人
は
、
法
人
芳
名
録
に

記
載
さ
れ
、
永
遠
に
ご
供
養
さ
れ
ま
す
。

  

精
華
改
築

  

学
生
地
蔵
尊

  

多
額
の
ご
遺
贈
に
感
謝

6

第６７号

継
続
進
行
中
の
精
華
改
築
事
業
。
新
案
は
、
元

多
摩
軽
費
老
人
ホ
ー
ム
の
跡
地
も
利
用
。
こ
の

度
、
こ
の
施
設
を
解
体
す
る
こ
と
に
な
り
、
50

年
間
使
用
し
た
建
物
に
感
謝
し
、
解
体
の
安
全

を
祈
願
す
る
法
要
を
6
月
8
日
に
挙
行
。
元
利

用
者
様
や
職
員
が
見
守
る
中
、
心
の
こ
も
っ
た

式
と
な
り
ま
し
た
。
あ
り
が
と

う
！
多
摩
軽
費
老
人
ホ
ー
ム
！
精

華
改
築
を
見
守
っ
て
く
だ
さ
い
。


